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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底板と、響板と、側板と、ギターの脚を形成するよう構成された脚領域と、を具備して
なるクラシックギターの共鳴箱であって、
　使用者の大腿部に対してのしかかると共に、前記大腿部に作用する圧力を実質的に排除
するようになされた角度を前記底板と共に形成するために、前記脚領域に存在すると共に
前記底板内で切り取られた、第１の平坦な切頭部分(１)を含むことを特徴とするクラシッ
クギターの共鳴箱。
【請求項２】
　楽器の側板と交差する前記第１の部分(１)によって形成される湾曲部の中間点(２)は、
共鳴箱の厚みの８分の１ないし数ミリメーターの範囲に存在する間隔だけ前記響板から離
れていることを特徴とする請求項１に記載の共鳴箱。
【請求項３】
　第２の実質的に平坦な切頭部分(４)を含み、この切頭部分(４)は、前記響板内で切り取
られており、かつ、使用者の腕を位置させるのに適合した角度を前記響板と共に形成する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の共鳴箱。
【請求項４】
　楽器の側板と交差する第２の切頭部分(４)によって形成される湾曲部の中間点(５)は、
共鳴箱の厚みの８分の１ないし数ミリメーターの範囲に存在する間隔(６)だけ前記響板か
ら離れていることを特徴とする請求項３に記載の共鳴箱。
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【請求項５】
　前記響板と共に、前記第２の切頭部分によって形成される角度は約４５°であることを
特徴とする請求項３または請求項４に記載の共鳴箱。
【請求項６】
　前記底板と共に、前記第１の切頭部分によって形成される角度は約４５°であることを
特徴とする請求項１または請求項５に記載の共鳴箱。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載の共鳴箱を備えたことを特徴とするギタ
ー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　共鳴箱が一様な厚みを有し、しかも身体との接点が鋭角であるため、今日のクラシック
ギターは良好な配置を不可能としている。
【背景技術】
【０００２】
　楽器の音響のために必要な厚みと、クラシックギターの共鳴箱の角のある形状とが組み
合わされて、楽器使用者は、病変に至るような不快な姿勢を長期間にわたってとることを
強いられる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　新機軸は、ストレスの多い姿勢をかなりの程度改善するよう設計された輪郭を呈する共
鳴箱のための新規な形状にある。
【０００４】
　この目的のために、共鳴箱の容積を著しく減じることはできないので、肢部が良好なポ
ジションをとることを妨害している楽器の上記部分が切り取られる。
【０００５】
　楽器の脚を形成する湾曲部分は、形態学的に適した角度で、たとえば楽器の底板に対し
て約４５°の角度で、その後部において切り取られる。
【０００６】
　このようにして形成された実質的に平坦な部分は、使用者の大腿部にのしかかり、実質
的に身体のこの位置にかかる圧力を排除する。
【０００７】
　同時に、楽器は軸方向に高さが低くされ、しかも鼠径部に向って移動させられ、これに
よって右腕の偏倚運動が低減される。
【０００８】
　腕の偏倚運動は、響板と、腕が通常位置する地点での側板との間のコーナーの付加的な
切頭部分によってさらに軽減されるが、この切頭部分は、たとえば、響板と共に約４５°
の角度を形成する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図面に関係する以下の説明から、本発明を、より良く理解し得る。
【００１０】
　図を参照すると、図１、図２および図４に示す部分１は、使用者の大腿部にのしかかる
切頭部分を構成している。
【００１１】
　この実質的に平坦な部分１は、たとえば約４５°の角度を形成しており、しかも楽器の
側板と、この楽器の側板と交差する部分１によって形成される湾曲部の中間点２との間に
間隔３をもたらしている。この間隔は、上記共鳴箱の厚みの８分の１なしい数ミリメータ
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ーの範囲に存在する。
【００１２】
　図１、図２および図３に示す部分４は、その上に使用者の腕を位置させる切頭部分を構
成する。
【００１３】
　この実質的に平坦な部分４は、たとえば約４５°の角度を形成しており、しかも楽器の
側板と、この楽器の側板と交差する部分４によって形成される湾曲部の中間点５との間に
間隔６をもたらしている。この間隔は、上記共鳴箱の厚みの８分の１なしい数ミリメータ
ーの範囲に存在する。
【００１４】
　この構成によって、クラシックギターの演奏に付き物のストレスの多い姿勢を回避する
のに、そしてそれに由来する病変を回避するのに適した使用時の快適さが実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】楽器の断面図である。
【図２】楽器の下面図である。
【図３】楽器の正面図である。
【図４】楽器の背面図である。
【符号の説明】
【００１６】
　１,４　切頭部分
　２,５　中間点
　３,６　間隔

【図１】 【図２】
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